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重症基礎疾患を有す る呼吸器感染症 に対する6059-Sの 使用経験

林 泉

いわき市立総合磬城共立病院呼吸器科

重症基礎疾患を有す る16名 の呼吸器感染症に,新 しい β-lactam系 注射用抗生剤6059-Sを 投与.

し,臨 床効果を検討 した。

肺炎13例,肺 化膿症3例 に対 して,6059-S 1日1～2gを7～21日 投 与して著効11例,有 効 、.

4例,無 効1例 で,有 効率93.7%と 好成績を得た。

副作用 として は,肺 炎の1例 に一過性のtransaminaseの 上昇がみ られ,1例 に爪 白欝の悪 化が

み られた。爪 白癬の悪化については因果関係が 明 らかでないが,今 後の検討を 嬰する もの と思わ れ

る。

は じめ に

β-lactam系 抗生剤 が近年種 々 開発され ている中で,本 邦塩

野義製薬で開発 され た6059-SはFig.1の ような構造 を有 し,

抗菌力も従来のCepbalosporin剤,β-lactam抗 生剤に比べて

強 く1,2),その臨床効果が期待 されてい る。

我 々は重症基礎疾患を有す る呼吸器感染症 に 本剤を少 量(1

日量1～2g)用 いてその効果を検討 した。

Fig. 1 Chemical structure of 6059-S

目 的

重症基礎疾患を持 っていれば呼吸器の感染症は治療が

困難とされ,し ば しば混合感染を来 たした り,重 篤な感

染症 に進展することがみ られる。

6059-Sはin vitroで 広域の抗菌 スペ ク トラムを有し,

MICが 極 めて低い新 しいタイプの 抗生剤 で,臨 床面で

重要な位置をしめることが期待される薬剤 であ り,重 症

基礎疾患に合併 した呼吸器感染症 に対する本剤の有効性

を検討 した。

対 象

26才 か ら76才 までの成人,男 性9例,女 性7例 ,

合 計16例 の呼吸器感染症で,肺 炎13例,肺 化膿症3

例である。 うち13例 に基礎疾患を有 し,感 染症 も重症

が多かった。基礎疾患は膵炎+心 不全1,胃 潰瘍1 ,気

管支拡張症4,気 管支拡張症+糖 尿病1,肺 の う胞症+

ameloblastoma 1,肺 の う胞症+糖 尿病1 ,肝 炎1,陳

旧性肺結核+大 腸癌1,脳 溢血+肝 炎1,高 血圧1で

あ る(Table 1)。

投与方法ならびに投与量

6059-S0.5～1gを5% glucose 250 mlま たは生理

食塩液100mlに 溶解 し60分 で1日2回 点滴静注し

た 。7日 間 投 与(総 量14g)5例,14日 間投 与(28

g)9例,21日 間投 与(21,429)2例 であ る。

臨床効果判定の基準

著効:喀 痰中か ら 病原菌が 消失 あるいは 著明に減少

し,臨 床的に改善が速やかでかつ著 しく,投 薬72時 間

以内に改善傾向が 灘め られた もの,お よびほぼこれに準

ず るもの。

有効:喀 痰中か ら病原函が 消失 あるいは著明に減少

し。臨床的に改善が投薬1週 間以内に認められたもの,

およびほぼ これに準ず るもの。

やや 有効:細 菌学 的な効果を認めるが臨床症状の改善

が少なか った もの,ま たは,細 菌学的な効果はなかった

が,投 薬1週 間以 内に臨床症状の改善が得られたもの。

無効:細 菌学的に も臨床的に も改善の認められないも

の,あ るいは悪化 した もの。

成 績

呼吸器感染症16例 に6059-Sを 使用 し,そ の臨床成

績をまとめてTable 1に 示 す。

本剤使用前 に 喀痰 から 分離 された 菌はα or β-Sl-

reptococcus 6,S.familis 1,Serratia 2,Neisseria 1,

S.pneumoniae 1,S.aureus 1.H.infk4enzoe 1,K

pneumoniae 1,E.coli+Citrobacter 1,Serratia

Pseudomonas 1で 投 与 後 に α-Streptoco0cusとE．coli

および Serratia+Pseudomonas は残 ったが,他 は消

失 した。H.influmzaeの1例 は3日 目に は菌消失 し
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Fig.2 T.T,74y.o.M.,Pneumonia(Apopiexia)

たが,投 与後にK.pneumoniaeが 検 出された。

発熱は39℃ 以上7例,38℃ 以上3例,37℃ 以

上6例 であった。6059-S投 与後全例が正常化 したが そ

1の うちの1例 は1週 間以上を要 した。ESRは100mm

/h以 上のもの4例,50mm/h以 上 のもの4例,20

mm/h以 上のもの7例,10mm加 以上の もの1例 で

あったが10mm/h以 下 に戻 ったものは8例 であった。

無効の1例 を除いて は他 は有意に改善 していた。WBC

は10,000/mm3以 上の もの8例,7,000/mm3以 上の

もの6例,正 常のもの2例 であったが13例 が正常に

改善し盤。呼吸困難,胸 部 レン+ゲ ン線像,咳,喀 痰の

量,胸 痛,チ アノーゼ等多方面 にわたる検討か ら,著 効

11例,有 効4例,無 効1例 であ った。無効の1例 は

陳旧性肺結核 と大腸癌を基礎 に有 し,一 般状態が良 くな

輝つた肺化膿症の 症例(第15症 例)で,E.coltと

Citrobacterの混合感染で あったが,症 状の進展は くい

止めたものの改善には至 らず,喀 痰 中にE.coliが 残 っ

た。有効以上の改善率は93.7%と な る。以下に代表症

例を示す。

症例16 74才,男,肺 炎(脳 溢血,肝 障害)

脳溢碑で入院中昭和54年8月8日 から発熱,胸 部

レントゲン線でだ下肺野の肺炎を発見,呼 吸困難を伴っ

ていた。Serratia,Pseudomenasの 混 合 感染 でCRP 7,

ESR 49,WBC 12,000,RBC 285 万,PaO2 67.5,

GOT38,GPT85,Al-P63.6で あった。8月10日

か ら6059-S 0.59を5% glucose 250mlに 溶解 し,

1日2回60分 で点滴静注した。3週 間の経過で陰影

は消失 しCRP,ESR,WBCも 改善したが,Serratia,

Pseudomonasは 著 しい減少を 来たした ものの 消失 には

至 らなか った。有効 と判定 した(Fig.2)。

副作用は2例 に認め られた。肝炎を有す る76才 の

肺炎男性(第14症 例)で,投 与前にGOT 51,GPT

52,Al-P 16.4と やや高値であ ったが,3日 目か ら次第

に上昇 し1週 間後にGOT 211,GPT 208と 上昇 した。

本剤 は1日2g 14日 間投与 されたが本剤投薬継続 中

に漸減 し終 了時にはGOT 44,GPT 58,Al-P 8.3と

投与前 と同 じレベルに落 ち着き,transaminaseの 上 昇

は一過性であった。 同じ く肝炎を有する74才 男性(第

16症 例)に は1日1g投 与でtransaminaseの 変 動

はなか った。他の1例 は両 足に爪白癬を有する肺炎の女

性(第3症 例)が,本 剤投与7日 目頃か ら白癬が拡大

しは じめ,14日 目の 終了時 には 両下肢まで広が った。

本剤投与終了後1週 間で改善 した(Table 2)。

考 察

呼吸器感染症に対する抗生剤の使用量は,や や増量の
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傾 向 に あ り,Cephalosporin系 で1日4gの 使 用量 が

一般 的となっているようである
。6059-SのMICは,

他 の β-lac tamaseに 安定 な抗生剤(Cefuroxime, Ce-

fmetazole,Cefoxitin等)お よびCefazolin(CEZ)に

比べ4～6段 階位低い とされている1,2)。

In vitroの データがその まま臨床に対応するとは言え

ないが,MICか らは1回 投与量が0.5な いし1g,1

日2回 投与で効果が期待で きる。

我 々は,1日 投与量 を2gと しその臨床効果を検討

したが,著 効11例 を含む93.71%の 有効率は非常に良

い成績 と苔える。蛋白結合 率3)は53%でCE2の93

%よ り低 く,オ ー トラジオグ ラフィーによる臓器内分

布か ら肺に もかな りの濃度で移行することが知 られてお

り3)か な りの重症 呼吸器感染症で も1日1～2g投 与

で十分の 効果を あげ得る ことが 知 られた。 毒 性3)も

LD60で はむ しろCEZよ り少な く,肝,腎 機能障害 も

特に問題はな く,極 めて安全性の高い物質であることが

知 られてい るが,我 々の検討で も腎障害を来たした もの

は全 くなく,肝 障害のある2名 の患者で も一例にtran-

saminaseの 一過性上昇があったのみで,一 例には全 く

影響を及ぼさず,正 常肝には全 く影 響がなかった。

今 回の検 討成績か ら6059-Sの 使用量は1日1～29

で従来のCephalosporin系 薬剤の半量で十分であると

思 われ.安 全性 の上か らも副作用の発現が軽減され るも

のと期待 され る。今後,症 例数が増えれば さらに本剤の

有用性 と安全性が確認され るもの と思 われ る。
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Table 2  Laboratory findings before  and after administration of 6059-S

CLINICAL STUDIES ON 6059-S IN THE TREATMENT

OF RESPIRATORY TRACT INFECTIONS WITH

SEVER UNDERLYING DISEASES

IZUMI HAYASHI

Division of Respiratory Disease, Iwaki Kyoritsu General Hospital

Clinical investigations were performed on 6059-S, a new β-lactam compound.

6059-S was administered to total 16 cases of respiratory  tract infections,at daily dose  of 1～2g for 7～

21 days to 13 cases of pneumonia and 3 cases of lung abscess . Clinical response of 6059-S was excellent in

11 cases,good in 4 cases and not effective in one case.

Side effects with 6059-S were observed in 2 cases consisting  of one elevation of serum transaminase and

one skin eruption of nail trichophytia.


